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はじめに 

本資料は、「Power Platform入門（Power Appsによるキャンバスアプリ活用編）」コースで受講者

の PCで利用いただくサービスの事前確認手順となります。 

本コースをお申込みの前に、本ドキュメントの手順をご参考に各サービスが利用できることをご確

認ください。 

 

 

■ 他社所有商標に関する表示 

 Microsoft、Power Platform、Power Apps、Microsoft 365、Excel、Microsoft Edge、OneDrive、OneDrive 

for Businessは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標

です。 

 Google Chrome は Google Inc.の登録商標または商標です。 

 

 その他記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 

 

 

■ マイクロソフト製品のスクリーンショットの使用について 

米国Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。 
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確認 1 Power AppsのWebポータルへのアクセス 

Web ブラウザー（Edgeもしくは Chrome）を利用して、Power AppsのWeb ポー

タルにアクセスできることを確認します。 

■操作手順 

① Webブラウザー（Edgeもしくは Chrome）を起動します。 

② Microsoft 365 の Web ポータルにアクセスします。Web ブラウザーのアドレス欄

に URL「https://login.microsoftonline.com/」を入力し、Enterキーを押下します。 

 

③ Microsoftアカウントでサインインし、Microsoft 365のWebポータルが表示され

ることを確認します。その後、画面左上にある［アプリ起動ツール］をクリックし、

［Power Apps］をクリックします。 

 

 

 

  

(1)［アプリ起動ツール］を 

クリック 

(2)［Power Apps］をクリック 
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④ Power AppsのWebポータルが表示されることを確認します。なお、Power Apps

のWebポータルは、Webブラウザーにおいて別タブで表示されます。 
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確認 2 OneDriveへのアクセスおよびフォルダー作成 

キャンバスアプリで利用する Excel ファイルを格納するため、OneDrive にアクセ

スしフォルダーを新規作成できることを確認します。 

■操作手順 

① Power Apps の Web ポータル左上にある「アプリ起動ツール」をクリックし、

「OneDrive」をクリックします。 

 

② OneDrive 画面が表示されることを確認します。なお、OneDrive 画面は、Web ブ

ラウザーにおいて別タブで表示されます。 

③ OneDrive画面左側のメニューで［自分のファイル］をクリックします。 

 

(1)［アプリ起動ツール］を 

クリック 

(2)［OneDrive］をクリック 

［自分のファイル］をクリック 
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④ OneDrive画面左上にある「＋新規追加」をクリック、「フォルダー」をクリックし

ます。 

 

⑤ 「フォルダーの作成」ダイアログボックスで、「名前」に任意のフォルダー名（例：

TestFolder）を入力し、［作成］ボタンをクリックします。 

 

⑥ 「自分のファイル（マイファイル）」にフォルダーが作成されたことを確認します。 

 

(1)［+新規作成］をクリック 

(2)［フォルダー］をクリック 

(1)任意のフォルダー名を入力 

(2)［作成］ボタンをクリック 
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確認 3 Excelファイル作成および OneDriveへの格納 

「確認 2 OneDrive へのアクセスおよびフォルダー作成」で作成した OneDrive 上

のフォルダーに、Power Apps のキャンバスアプリで利用するテスト用の Excel ファ

イルを作成します。 

■操作手順 

① OneDrive画面の［自分のファイル（マイファイル）］において、確認 2で作成した

フォルダーをクリックします。 

 

② OneDrive画面左上にある「＋新規追加」をクリック、「Excelブック」をクリック

します。 

 

 

 

 

③ Webブラウザーにおいて、Excel画面が別タブで表示されることを確認します。 

  

確認 2 で作成した 

フォルダーをクリック 

(1)［+新規作成］をクリック 

(2)［Excel ブック］をクリック 
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④ Excel 画面において、次の図のとおり各セルにデータを入力します。 

 

⑤ Excel 画面において、手順④で入力したデータを選択、［挿入］タブをクリックし、

リボン内の［テーブル］をクリックします。 

 

  

(1)入力データを選択 

(2)［挿入］タブをクリック 

(3)［テーブル］をクリック 
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⑥ ［テーブルの作成］ダイアログボックスで、テーブルのデータの範囲が「A1:B3」

であることを確認し、［OK］ボタンをクリックします。 

 

⑦ Excel画面で［テーブルデザイン］タブをクリックし、画面左上のテーブル名が「テー

ブル 1」であることを確認します。 

 

⑧ Webブラウザーにおいて、Excel画面のタブの［×］をクリックし、Excel画面を

閉じます。※Excelファイルの内容は自動で保存されます。 

 

 

 

⑨ OneDrive画面の［自分のファイル（マイファイル）］において、フォルダー（例：

TestFolder）の直下に Excelファイル「Book.xlsx」があることを確認します。 

 

 

 

(1)A1:B3 であることを確認 

(2)［OK］ボタンをクリック 

(1)［テーブルデザイン］タブをクリック 

(2)テーブル名が「テーブル 1」で 

あることを確認 

Excel 画面のタブの［×］をクリックし、 

「Book.xlsx」があることを確認 
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確認 4 キャンバスアプリの自動生成 

「確認 3 Excel ファイル作成および OneDrive への格納」で作成した Excel ファイ

ルを基に、Power Appsのキャンバスアプリを自動生成できることを確認します。 

■操作手順 

① Webブラウザーにおいて、Power AppsのWebポータル画面に戻ります。 

② Power AppsのWebポータル画面右側のメニュー「作成」を選択し、画面右側にお

いて「Excel」をクリックします。 

 

③ ［接続］画面で、OneDrive for Businessの接続情報が表示されていることを確認

します。 

 

・OneDrive for Businessの接続情報が表示されていない場合⇒手順④に進む 

・OneDrive for Businessの接続情報が表示されている場合⇒手順⑨に進む 

  

（1）「作成」を選択 

（2）「Excel」をクリック 

OneDrive for Business の接続情報 



確認 4 キャンバスアプリの自動生成 

10 

④ ［接続］画面で、「＋新しい接続」をクリックします。 

 

⑤ ［接続］画面で、「OneDrive for Business」を選択します。 

 

⑥ ［接続］画面右側の［作成］ボタンをクリックします。 

 

[+新しい接続]をクリック 

「OneDrive for Business」を選択 

［作成］ボタンをクリック 
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⑦ ［アカウントを選択する］画面に表示されているMicrosoftアカウント（Microsoft 

365にサインインした際のアカウント）をクリックします。 

 

⑧ ［Confirmation required］画面で、［Allow access］ボタンをクリックします。 

 

⑨ 「接続」画面で、OneDrive for Businessの接続情報をクリックし、［接続］画面右

側に表示される［Excelファイルの選択］で、確認 2で作成したフォルダー（例：

TestFolder）を選択します。 

 

⑩ 「Excelファイルの選択」画面で、Excelファイル「Book.xlsx」を選択します。 

 

Microsoft アカウントをクリック 

［Allow access］をクリック 

（1）OneDrive for Business の 

接続情報をクリック 

（2）確認 2 で作成したフォルダー 

  （例：TestFolder）をクリック 

「Book.xlsx」を選択 
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⑪ 「テーブルの選択」画面で、テーブル「テーブル 1」を選択し、画面右下の［接続］

ボタンをクリックします。 

 

⑫ キャンバスアプリが自動生成され、Power Apps Studio画面が起動します。 

［Power Apps Studioへようこそ］画面が表示されたら、［スキップ］ボタンをク

リックします。 

 

  

(1)「テーブル 1」を選択 

(2)［接続］ボタンをクリック 

［スキップ］ボタンをクリック 
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⑬ Power Apps Studioに、キャンバスアプリの画面が表示されている（Excelファイ

ル「Book.xlsx」内のデータが表示されている）ことを確認します。 

 

⑭ Power Apps Studio 画面左上の「←戻る」をクリックし、「未保存の変更」ダイア

ログボックスで［保存しない］をクリックします。 

※キャンバスアプリの保存は不要です。 

 

 

 

 

 

⑮ Power AppsのWebポータル画面に戻ったことを確認します。 

 

以上

 

キャンバスアプリの画面に 

「Book.xlsx」内のデータが 

表示されている 

(1)［←戻る］をクリック 

(2)［保存しない］をクリック 


